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近
代
期
の
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
知
識
人
の
系
譜
に
は
、
二
つ
の
潮
流
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
ン
サ
北

ひ
と
つ
は
、
先
述
し
た
尹
致
昊
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
軸
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
社
会
主
義
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
主

義
を
軸
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
歴
史
も
、
他
国
と
同
様
の
時
期
に
移
入
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ

は
現
代
の
北
朝
鮮
の
成
立
へ
と
も
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。
代
表
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
知
識
人
と
し
て
、
列
挙
可
能
な
人
物
は
多
々
存
在

す
る
も
の
の
、
現
在
の
南
北
対
置
に
お
け
る
政
治
的
状
況
か
ら
資
料
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
お
り
、
筆
者
の
力
の
及
ば
な
い
よ
う
な
現
状

小
ン
と
、
ヨ
ン
ヒ

ア
ン
ジ
ニ
ホ
ン

が
存
す
る
。
こ
｝
」
で
は
浜
命
憲
（
一
八
八
八
’
一
九
六
八
？
）
と
安
在
鴻
（
一
八
九
一
’
一
九
六
五
）
の
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。

彼
ら
の
言
動
を
通
じ
て
、
日
本
の
植
民
地
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
思
想
的
展
開
が
見
ら
れ
た
か
を
振
り
返
る
こ
と
に
し
た
い
。

戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
五
）
（
崖
）

五
九

１
も
う
一
つ
の
軸
、
社
会
主
義
系
列
の
知
識
人
ｌ
立
証
可
能
な
学
問
と
し
て
の
科
学
主
義

戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
妄
）

崔
先
鎬
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法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
三
号

六
○

供
命
憲
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
作
家
で
あ
り
、
作
家
仲
間
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
日
本
に
よ
る
文

化
統
治
が
本
格
化
し
て
い
た
一
九
二
○
年
代
か
ら
、
無
産
者
階
級
出
身
で
は
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
通
し
て
階
級
闘

争
を
目
指
し
た
。
遺
憾
な
が
ら
、
供
命
恵
の
情
報
は
年
譜
的
次
元
で
は
こ
れ
以
上
詳
述
不
能
で
あ
る
。
彼
ら
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
一
言

す
る
な
ら
ば
、
活
躍
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
一
九
二
五
年
四
月
に
大
日
本
国
法
律
第
四
一
エ
ハ
号
と
し
て
公
表
さ
れ
た
治
安
維
持
法
が
、

「
朝
鮮
お
よ
び
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
治
安
維
持
法
」
と
し
て
五
月
一
二
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
重
大
な
側
面
を
有
し
て
い
る
。

朝
鮮
の
安
定
的
植
民
地
統
治
を
願
う
朝
鮮
総
督
府
の
意
志
に
よ
り
、
法
の
適
用
面
で
は
朝
鮮
の
方
が
は
る
か
に
厳
し
く
、
独
立
運
動
を
国

体
の
転
覆
を
は
か
る
も
の
と
見
な
し
た
結
果
、
多
く
の
知
識
人
お
よ
び
運
動
家
に
死
刑
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
。
社
会
主
義
運
動
も
治
安

維
持
法
の
対
象
と
な
り
、
朝
鮮
に
於
い
て
は
両
者
の
運
動
が
重
複
し
て
い
た
所
に
よ
り
多
く
の
困
難
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
安

在
鴻
は
、
供
命
憲
と
活
動
を
共
に
し
た
同
人
で
あ
り
、
近
代
編
初
に
お
け
る
時
代
的
状
況
が
厳
し
い
か
ら
こ
そ
階
級
的
論
争
を
積
極
的
に
展

開
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
一
九
一
四
年
、
日
本
の
早
稲
田
大
学
政
経
学
部
を
卒
業
し
た
彼
は
、
早
く
も
日
本
の
近
代
化

を
目
撃
し
、
日
本
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
西
欧
的
学
問
と
合
理
性
を
味
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
人
類
の
歴
史
は
階
級
的
論
争
が
前
提

に
な
る
べ
き
と
み
て
い
た
彼
は
、
朝
鮮
の
歴
史
が
自
力
で
一
定
の
近
代
的
歴
史
発
展
に
至
る
前
に
外
来
的
力
に
よ
っ
て
没
個
性
化
さ
れ
た

こ
と
こ
そ
が
、
歴
史
的
断
絶
の
原
因
で
あ
り
な
お
且
つ
階
級
闘
争
に
よ
る
内
部
的
再
編
成
の
必
要
と
さ
れ
る
一
側
面
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
。
彼
は
、
歴
史
を
支
配
す
る
外
部
に
お
け
る
絶
対
的
力
を
統
制
可
能
な
も
の
に
で
き
る
段
階
ま
で
誘
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
闘
争
と
合
意
に
よ
っ
て
内
部
的
階
級
が
親
密
・
平
等
化
さ
れ
る
時
に
可
能
と
な
る
も
の
と
判
断
し
て
い
た
。
彼
は
民
族
と
は
闘
争

を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
結
果
物
で
あ
り
、
こ
の
民
族
の
独
立
と
自
由
、
そ
し
て
完
全
な
る
生
存
の
た
め
に
は
、
意
識
を
形
成
す
る

同
一
の
言
語
と
文
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

Hosei University Repository



字
・
〆
〕
》
・
〆
・
ソ
勾
夕
｜

ま
ず
、
独
立
運
動
家
で
あ
っ
た
供
範
植
を
父
と
し
て
持
つ
浜
命
懸
は
、
社
会
主
義
者
と
し
て
、
客
観
的
事
実
と
科
学
的
根
拠
に
よ
る
思

考
を
重
視
し
つ
つ
、
こ
の
事
実
に
基
づ
い
た
科
学
的
秩
序
と
実
質
的
言
語
を
使
用
－
）
た
表
現
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
尽
く
し
た
。
彼

は
「
科
学
と
は
、
実
験
・
観
察
・
比
較
・
推
理
な
ど
の
統
一
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
こ
れ
が
一
科
の
学
問
を
形
成
し
、
個
々
の
知
識
的
理

法
に
到
達
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
広
い
範
囲
で
は
自
然
界
の
現
象
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
自
然
科
学
と
思
想
的
行
為
に
お

（１８） 

け
る
真
の
法
則
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
社
会
科
学
を
包
括
す
る
」
と
定
義
Ｉ
）
た
。
ま
た
彼
は
こ
れ
に
加
え
て
学
問
に
お
け
る
科
学
の
認
識

を
「
純
理
的
（
昌
冒
・
甸
自
ｓ
－
ｍ
Ｏ
－
の
。
・
の
）
科
学
と
し
て
の
数
学
（
日
回
呂
目
］
島
８
）
や
物
理
学
（
ご
亘
巴
８
）
、
哲
学
（
己
巨
◎
の
。
ｂ
ご
）
」

「
実
践
的
科
学
（
勺
国
昌
Ｂ
ｌ
ｍ
Ｃ
－
の
ゴ
Ｃ
の
）
と
－
）
て
の
倫
理
学
（
の
旨
８
）
や
経
済
学
（
の
８
口
○
且
８
）
、
政
治
学
（
ロ
・
一
三
８
）
」
、
そ
し
て

「
創
造
的
科
学
（
。
『
の
目
ぐ
の
の
り
一
の
ロ
８
）
と
し
て
の
詩
学
（
ロ
・
の
胃
の
）
や
美
学
（
■
の
、
冒
呂
８
）
」
の
三
つ
の
種
類
に
分
け
て
分
類
し
た
。

彼
は
、
科
学
に
お
け
る
定
義
的
概
念
と
共
に
分
類
を
加
え
る
こ
と
で
論
理
的
反
論
を
同
時
に
行
う
形
態
を
な
す
も
の
と
し
、
社
会
科
学
の

革
新
を
通
し
た
社
会
的
進
歩
の
必
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
に
到
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

彼
は
、
自
然
と
社
会
に
お
け
る
現
象
を
言
語
化
並
び
に
記
号
化
す
る
も
の
が
学
問
の
役
割
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
。
近
代
的
物
質
文

明
を
保
有
し
て
い
る
欧
米
諸
国
や
日
本
に
お
い
て
は
活
版
に
よ
る
印
刷
文
化
が
既
に
普
及
し
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
数
々
の
出
版
・
印
刷

物
に
よ
っ
て
概
念
を
標
準
化
し
、
一
律
的
コ
ー
ド
を
形
成
す
る
こ
と
で
思
想
的
事
物
を
規
定
す
る
と
い
う
有
り
様
を
看
取
し
て
い
た
。
こ

の
こ
と
で
、
教
育
体
制
の
確
立
や
地
域
教
育
統
合
な
ど
の
実
践
的
学
問
の
実
現
が
可
能
で
あ
っ
た
と
彼
は
見
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
作

家
で
あ
り
な
が
ら
多
く
の
論
文
を
発
表
し
た
が
、
彼
が
自
ら
の
文
書
を
通
し
て
残
し
た
リ
ァ
リ
テ
ィ
ー
の
表
現
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
展
開
は
大
き
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、
’
九
二
三
年
七
月
に
社
会
主
義
思
想
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
た

め
新
思
想
研
究
会
を
創
設
し
、
社
会
主
義
思
想
の
理
論
的
研
究
を
本
格
化
さ
せ
た
。
彼
は
、
一
九
二
六
年
一
月
に
は
朝
鮮
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
五
）
（
崖
）

一
ハ
’
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法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
三
号

一ハーー

芸
術
家
同
盟
（
【
シ
弓
・
【
・
『
８
シ
『
爵
国
勺
『
○
一
の
百
句
の
こ
の
『
ｇ
一
○
）
の
機
関
誌
と
な
っ
た
『
文
芸
運
動
」
第
一
号
に
「
新
興
文
芸
の
運

動
」
を
、
続
け
て
第
二
号
に
は
「
芸
術
起
源
論
の
一
説
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
を
前
提
と
し
た
自
ら
の
思
想
を
展
開

し
た
。
『
文
芸
運
動
」
は
朝
鮮
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
家
同
盟
の
準
機
関
紙
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
出
版
物
で
あ
り
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
が
こ
れ

ま
で
の
自
然
発
生
的
段
階
か
ら
階
級
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
目
的
意
識
を
明
確
に
強
調
す
る
段
階
へ
と
移
行
す
る
と
同
時
に
社
会
的
活
動

を
本
格
化
し
た
契
機
は
、
こ
の
『
文
芸
運
動
」
の
出
版
の
実
現
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
か
ら
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
は
、
階

級
闘
争
を
目
標
と
設
定
し
た
こ
と
か
ら
、
組
織
内
部
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
に
関
わ
る
創
作
一
々
法
論
に
係
る
論
争
と
共
に
、
対
外
的
に
は

植
民
地
状
況
に
お
け
る
独
占
資
本
主
義
（
ョ
○
コ
８
．
｜
］
８
℃
旨
］
厨
白
）
と
の
併
存
関
係
と
い
う
時
代
的
現
実
と
の
対
置
と
い
う
両
局
面
に

お
い
て
激
し
い
原
論
的
論
争
と
直
面
す
る
こ
と
と
な
る
。
植
民
地
争
奪
戦
の
自
由
競
争
体
制
の
中
、
軍
事
力
及
び
資
本
力
に
よ
る
地
域
と

地
域
、
国
家
と
国
家
の
間
に
生
じ
る
独
占
的
ヘ
ゲ
モ
ー
ー
ー
（
津
の
的
の
日
○
日
の
）
の
登
場
の
問
題
に
真
正
面
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
植

民
地
の
知
識
人
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
克
服
す
る
た
め
の
活
動
を
至
上
命
題
と
し
て
設
定
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
歴
史

的
に
絶
対
的
自
由
競
争
の
段
階
に
あ
っ
た
当
時
の
状
況
に
お
け
る
資
本
主
義
体
制
の
も
と
で
、
早
く
も
近
代
化
に
成
功
し
た
日
本
の
場
合

は
、
工
業
的
生
産
技
術
の
保
有
、
並
び
に
大
規
模
な
財
閥
資
本
の
登
場
と
こ
れ
が
超
国
家
主
義
体
制
と
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
撞
極
的
、

か
つ
支
配
的
国
家
権
力
が
発
芽
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
代
の
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
多
く
の
国
々
と
同
様
に
社
会
に
お
け
る
弱
肉
強
食
的
状
況
を
克
服
す
る
新
た
な
形
態
の
思
想
的
動
き

２
社
会
主
義
論
議
の
背
景
と
経
緯
ｌ
文
化
に
つ
い
て
の
並
行
的
認
識

Hosei University Repository



と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
議
が
活
発
化
し
て
い
た
が
、
と
く
に
こ
れ
は
日
本
と
い
う
国
民
国
家
へ
と
編
入
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
国
家

的
搾
取
の
対
象
と
な
っ
た
被
植
民
地
体
制
に
異
議
を
唱
え
、
対
置
可
能
な
思
想
と
し
て
激
し
い
盛
り
上
が
り
の
様
子
を
見
せ
な
が
ら
半
島

の
な
か
で
出
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
浜
命
憲
は
論
文
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
語
奨
の
言
語
的
意
味
が
、
社
会
制
度
的
次
元
を
反
映
し
た

も
の
と
し
て
拡
大
可
能
な
積
極
的
解
釈
を
行
い
な
が
ら
、
一
つ
の
語
奨
が
有
す
る
意
味
と
は
、
全
て
の
人
間
社
会
の
制
度
と
文
化
に
ま
で

相
関
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
た
。
彼
は
、
言
語
と
は
意
識
下
の
刺
激
を
抽
象
化
し
た
上
に
そ
れ
を
概
念
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ

る
社
会
環
境
に
反
映
さ
れ
る
も
の
と
見
な
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
単
語
並
び
に
語
奨
の
再
解
釈
を
通
し
て
、
あ
る
時
代
と
社
会
の

文
化
的
実
態
の
把
握
が
可
能
で
あ
り
、
言
語
的
語
源
に
つ
い
て
遡
っ
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
で
、
こ
の
過
程
に
於
い
て
歴
史
の
実
態
を
部

分
的
に
究
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
浜
命
憲
は
「
文
化
と
は
言
語
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

文
化
の
継
承
の
た
め
に
人
間
は
過
去
か
ら
有
す
る
言
語
的
経
験
を
も
と
に
過
去
と
現
在
の
経
験
を
未
来
の
も
の
に
生
か
し
言
語
能
力
を
発

揮
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
近
代
的
意
識
と
社
会
的
自
我
の
誕
生
に
お
け
る
歴
史
的
言
語
の
重
要
性
を
言
い
表
し

て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
と
く
に
「
中
央
都
会
で
あ
る
ソ
ウ
ル
の
上
流
社
会
の
言
語
に
全
国
の
方
言
等
を
加
え
て
発
音
と
語
錘
・
語

（
２
）
 

法
に
人
為
的
修
正
を
加
一
え
た
標
準
語
表
記
に
よ
る
文
化
的
産
物
の
標
準
化
」
に
基
づ
い
た
「
社
会
的
自
我
の
確
立
」
の
重
要
性
に
つ
い
て

強
調
し
た
。
日
本
の
植
民
地
と
し
て
、
既
に
文
化
統
治
に
よ
る
日
本
語
の
使
用
が
普
通
に
な
っ
て
い
た
こ
の
時
期
に
、
彼
は
朝
鮮
語
の
使

用
に
よ
る
「
文
化
的
産
物
‐
一
の
継
承
、
す
な
わ
ち
も
と
も
と
の
母
国
語
で
あ
る
朝
鮮
語
を
使
用
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
普
及
の
展
開
を
試

み
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
か
ら
す
れ
ば
、
文
化
「
統
治
」
と
は
「
文
化
的
統
治
」
、
或
い
は
「
文
化
抹
消
的
統
治
」
で
あ
り
文
化
支
配
で

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

’
九
二
四
年
五
月
に
洪
命
感
は
「
東
亜
日
報
‐
｜
の
主
筆
と
し
て
、
新
思
想
研
究
会
、
火
曜
会
、
朝
鮮
事
情
調
査
研
究
会
な
ど
に
参
加
し
、

戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
五
）
（
崖
）

一ハーーー
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法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
三
号

六
四

社
会
主
義
的
傾
向
の
思
想
研
究
を
行
い
つ
つ
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
社
会
主
義
を
普
及
し
、
こ
の
主
体
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
様
々
な

論
文
の
発
表
を
通
し
て
実
践
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
研
究
会
の
活
動
だ
が
、
「
新
思
想
研
究
会
」
に
お
い
て
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
研
究
を
中
心

と
す
る
社
会
主
義
思
想
の
研
究
お
よ
び
主
な
る
目
標
と
し
て
社
会
主
義
革
命
の
た
め
の
社
会
運
動
を
展
開
し
た
。
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
の
誕

生
日
で
あ
っ
た
一
八
一
八
年
五
月
一
五
日
の
火
曜
日
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
「
火
畷
会
」
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
労
働
者
を
対
象

と
し
た
機
関
誌
の
発
行
と
労
働
者
ら
が
親
し
み
や
す
く
朝
鮮
語
で
翻
訳
さ
れ
た
社
会
主
義
的
思
想
性
の
高
い
い
わ
ゆ
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

文
学
を
使
っ
た
読
書
教
育
を
、
「
朝
鮮
事
情
調
査
研
究
会
」
に
お
い
て
は
、
文
化
統
治
下
の
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
社
会
状
況
と
文
化
的

現
状
の
把
握
を
通
し
て
、
文
化
的
独
立
を
も
主
眼
に
据
え
た
自
主
独
立
の
成
就
を
究
極
的
目
標
と
し
て
設
定
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
彼

が
【
シ
勺
司
系
列
の
作
家
た
ち
と
関
連
を
持
ち
始
め
た
一
九
二
六
年
に
は
、
ズ
ン
勺
司
の
機
関
誌
『
文
芸
運
動
』
創
刊
号
に
お
い
て
、
，
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
の
必
要
性
と
社
会
主
義
の
活
発
化
を
目
指
し
た
新
文
芸
運
動
の
一
環
と
し
て
現
実
化
し
た
朝
鮮
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
家
同

盟
の
活
躍
を
願
う
意
志
を
込
め
て
「
新
興
文
芸
の
運
動
」
を
投
稿
し
た
。
以
降
、
社
会
主
義
系
列
の
新
聞
社
「
時
代
日
報
」
を
新
興
文
芸

運
動
の
重
要
な
拠
点
と
し
つ
つ
、
「
文
芸
史
上
に
お
い
て
古
代
の
宮
廷
文
学
（
Ｃ
Ｏ
■
『
（
巨
冨
『
巴
貝
の
）
が
、
ま
た
宗
教
文
学
（
”
の
｝
垣
・
ロ
の

口
（
の
日
日
『
の
）
が
、
文
芸
復
興
（
『
ず
①
幻
の
ロ
鳥
の
四
口
８
）
に
よ
っ
て
弱
体
化
し
、
新
し
い
個
人
主
義
文
学
（
』
且
弓
丘
目
一
口
芹
の
日
曰
『
の
）

が
こ
れ
の
代
わ
り
に
な
っ
た
時
期
、
こ
れ
ら
を
指
し
て
新
興
文
芸
（
ｚ
⑦
ゴ
ロ
（
の
国
コ
ン
『
扇
）
と
名
付
け
た
こ
と
を
私
た
ち
は
知
っ
て
い

る
。
自
然
主
義
（
三
口
旨
『
四
房
日
）
は
、
例
え
、
悲
惨
な
生
活
の
中
で
苦
し
む
農
民
を
描
こ
う
と
し
て
も
、
こ
れ
は
た
だ
の
悲
惨
な
状
態

そ
の
も
の
を
描
く
こ
と
に
過
ぎ
な
い
、
こ
こ
か
ら
作
家
の
態
度
を
発
見
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
悲
惨
な
状
態
に
対
す
る
同
情
に
す
ぎ

な
い
こ
と
で
あ
り
、
極
め
て
不
合
理
な
制
度
下
の
中
で
搾
取
さ
れ
る
階
級
を
描
こ
う
と
し
て
も
そ
れ
に
つ
い
て
の
優
越
感
か
ら
生
じ
る
同

情
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
事
実
で
あ
る
。
世
界
に
於
い
て
ま
っ
た
く
新
し
い
階
級
の
発
生
が
不
可
避
な
時
代
に
な
っ
た
の
で
、
今
日
の
時
代
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友
人
の
安
在
鴻
は
、
階
級
間
の
闘
争
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
勝
利
す
る
た
め
に
は
全
世
界
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
団
結
が
必
要

で
あ
る
と
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
優
位
に
よ
っ
て
全
世
界
の
民
族
が
一
つ
の
方
向
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
と
判
断

し
て
い
た
。
世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
大
団
結
こ
そ
が
民
族
間
の
地
域
紛
争
や
戦
争
を
な
く
し
平
和
を
保
て
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
に
お
け

る
民
族
文
化
が
相
互
共
存
的
に
国
際
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
彼
は
、
個
人
と
社
会
、
民
族
と
人
類
全
体
の
持
続

的
発
展
の
条
件
と
は
、
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
保
持
し
階
級
に
お
け
る
差
別
意
識
を
な
く
す
こ
と
で
あ
る
と
判
断
し
つ
つ
、
延
い

（
４
）
 

て
は
経
済
的
平
等
の
基
礎
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
各
々
の
「
民
族
」
が
指
し
て
い
る
意
味
と
は
、

固
有
の
風
土
と
自
然
、
習
慣
が
前
提
に
な
っ
て
現
実
化
す
る
も
の
で
あ
る
彼
は
と
考
え
て
い
た
。
民
族
と
は
伝
統
と
郷
土
、
文
化
、
政

治
、
経
済
な
ど
を
共
有
す
る
共
同
体
（
○
の
曰
の
旨
⑫
。
目
［
〔
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
意
識
的
に
持
続
し
て
行
こ
う
と
す
る
意
志
が
民
族
主
義

（
Ｚ
目
Ｃ
ｇ
－
尉
日
）
と
述
べ
つ
つ
、
民
族
的
個
我
性
を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
の
遅
滞
し
た
生
活
水
準
を
改
善
す
る
た
め
の
力
量
を
伸

（
５
）
 

ば
し
て
い
く
た
め
の
真
面
目
な
生
活
的
協
力
関
係
の
た
め
の
闘
争
が
新
民
族
主
義
の
前
提
で
あ
る
と
意
味
づ
け
た
。
そ
し
て
彼
は
、
民
族

と
は
闘
争
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
集
合
体
で
あ
り
、
一
定
の
地
域
と
空
間
に
お
け
る
協
同
的
生
活
体
、
か
つ
運
命
共
同
体
と
し
て

の
生
活
共
同
体
で
あ
る
、
こ
の
民
族
の
自
由
と
完
全
な
生
存
を
擁
護
す
る
た
め
に
は
、
意
識
を
込
め
た
同
一
言
語
と
同
一
の
血
統
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
つ
つ
、
各
民
族
の
運
命
は
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
自
ら
が
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
民
族
自
決
の
論

理
を
同
時
に
強
調
す
る
こ
と
で
朝
鮮
の
独
立
の
必
要
性
を
世
界
に
向
け
て
強
く
訴
え
た
の
で
あ
る
。
ぞ
の
た
め
に
は
国
力
の
養
成
と
教
育

戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
五
）
（
崖
）

六
五

は
社
会
変
革
・
階
級
打
破
・
対
抗
・
解
放
な
ど
の
思
想
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
文
芸
が
こ
れ
ら
を
中
心
的
思
想
と
し
て
設
定
し
新

（
３
）
 

し
く
出
発
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
つ
つ
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
的
な
リ
ァ
リ
ー
ナ
ィ
ー
を
生
か
し
た
文
芸
活
動
を
目
指
し
て

い
て
い
た
の
で
あ
る
。
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供
命
憲
は
自
然
主
義
文
学
の
中
で
言
及
さ
れ
る
農
民
の
悲
惨
な
姿
に
対
す
る
同
情
心
や
優
越
感
な
ど
が
正
し
く
な
い
と
考
え
つ
つ
、
む

し
ろ
産
業
化
の
科
学
技
術
的
側
面
に
お
け
る
歴
史
的
有
効
妥
当
性
、
そ
し
て
社
会
発
展
に
お
け
る
正
当
性
と
合
理
性
な
ど
の
現
実
か
ら
生

じ
る
不
可
避
な
階
級
形
成
と
社
会
変
革
に
焦
点
を
当
て
た
。
彼
の
左
派
的
志
向
性
は
、
一
九
二
○
年
代
の
日
本
に
お
け
る
マ
ル
キ
シ
ズ
ム

の
展
開
と
こ
の
日
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
へ
の
関
心
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
浜
命
憲
は
「
階
級
変
革
運
動
」
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
に
よ
る
階
級
変
革
運
動
を
通
し
て
社
会
変
革
そ
の
も
の
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
『
新
小
説
』
創
刊
号
に
お
い
て
「
我
が
社

会
は
分
裂
の
社
会
で
あ
り
、
矛
盾
の
社
会
で
あ
る
な
り
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
芸
術
は
こ
の
よ
う
な
社
会
の
特
質

を
含
ま
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
、
問
う
！
芸
術
は
社
会
的
矛
盾
を
超
越
で
き
る
の
か
、
社
会
的
矛
盾
を
隠
蔽
す
る
よ
り
は
、
こ
の
矛

盾
を
明
白
に
し
た
方
が
大
胆
な
態
度
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
例
え
芸
術
家
と
い
っ
て
も
一
人
の
人
間
に
過
ぎ
な
い
、
人
間
の
社
会
を
抜
け

（
６
）
 

出
し
た
神
で
は
な
く
獣
で
は
な
い
な
り
」
と
主
張
し
、
社
今
云
に
お
け
る
矛
盾
を
事
実
的
に
表
出
し
た
状
態
か
ら
社
会
主
義
的
な
変
革
が
可

能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
供
命
懲
の
意
識
世
界
は
、
社
会
に
お
け
る
「
事
実
性
の
究
明
」
に
中
心
を
お
き
つ
つ
、
事
実

的
言
語
秩
序
の
確
立
に
よ
る
適
切
な
語
彙
を
使
用
し
た
表
現
形
式
を
生
む
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
厳
密
な
自
我
批
判
を
通

法
学
志
林
第
一
○
七
巻
第
三
号

一ハーハ

の
新
興
、
産
業
の
発
展
、
そ
し
て
物
産
奨
励
運
動
な
ど
に
よ
る
社
会
運
動
と
共
に
、
階
級
お
よ
び
社
会
革
命
を
通
し
内
部
を
整
え
る
必
要

性
が
あ
る
と
説
明
し
た
彼
の
考
え
方
か
ら
は
、
階
級
的
社
会
革
命
論
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
民
族
の
独
立
を
念
頭
に
お
い
た
考
察
の
結

果
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

３
文
芸
を
通
し
た
思
想
の
展
開
ｌ
新
幹
会
活
動
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し
て
偏
見
を
切
り
離
す
こ
と
で
言
語
的
発
展
を
図
り
な
が
ら
、
社
会
的
・
経
済
的
関
係
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
存
在
意
義
の
表

現
に
専
念
し
た
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

供
命
葺
は
、
一
方
で
「
新
幹
会
」
に
賛
同
す
る
こ
と
で
、
ま
た
違
う
形
態
の
人
為
的
変
身
、
す
な
わ
ち
イ
ン
テ
リ
自
ら
の
手
に
よ
る
組

織
的
な
活
動
を
試
み
る
が
、
多
く
の
知
識
人
が
同
意
し
て
い
た
社
会
に
お
け
る
「
進
歩
」
の
論
理
に
は
同
意
せ
ず
に
個
々
人
に
お
け
る

「
自
我
」
を
確
保
す
る
こ
と
こ
そ
が
社
会
的
発
展
の
原
動
力
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
彼
は
、
こ
の
自
我
を
確
立
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
こ
と
は
何
よ
り
植
民
地
主
義
か
ら
の
独
立
、
文
化
的
支
配
か
ら
の
解
放
が
肝
要
と
判
断
し
て
い
た
。
早
く
も
レ
ー
ニ
ン
（
三
四
日
目
『

］
旨
Ｓ
Ｆ
の
己
Ｐ
］
田
〒
ご
膣
）
が
一
九
二
○
年
六
月
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
（
【
・
目
日
の
目
）
第
二
次
会
議
に
お
い
て
「
改
革
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア

と
の
連
携
に
よ
る
植
民
地
主
義
と
帝
国
主
義
へ
の
闘
争
」
、
す
な
わ
ち
、
対
帝
国
主
義
戦
争
は
社
会
主
義
革
命
の
突
破
口
に
な
る
と
述
べ

た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
第
一
一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
理
論
家
カ
ウ
ッ
キ
ー
（
【
口
『
｜
」
○
百
百
【
目
｛
、
ご
』
忠
一

ｌ
己
路
）
は
社
会
主
義
と
民
主
主
義
は
不
可
分
で
あ
り
、
労
働
者
階
級
が
少
数
で
未
熟
な
ロ
シ
ア
の
革
命
は
時
期
尚
早
で
あ
り
、
ボ
ル
シ

ェ
ビ
キ
の
一
党
独
裁
体
制
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
ロ
シ
ア
社
会
主
義
は
、
社
会
主
義
の
大
義
に
有
害
で
あ
る
と
し
て
論
争
を
呼
び
掛
け
た
。

結
果
的
に
は
、
彼
が
社
会
主
義
へ
の
平
和
的
移
行
の
可
能
性
を
説
き
、
歴
史
の
飛
び
越
し
は
不
可
能
で
あ
る
と
力
説
し
た
こ
と
に
対
し
、

レ
ー
ニ
ン
が
カ
ウ
ッ
キ
ー
と
は
理
論
的
に
鋭
く
対
立
し
た
こ
と
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
対
立
は
、
以
後
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
賛
同
者
で
あ
る
社
会
民
主
主
義
者
こ
そ
が
最
も
憎
む
べ
き
敵
で
あ
り
、
社
会
民
主
主
義
者
と

社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
打
倒
せ
よ
と
の
激
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
全
世
界
共
産
党
に
発
せ
ら
れ
、
二
人
の
対
立
は
以
後
国
際
共
産
主
義
活
動
に

大
き
な
影
を
落
と
し
た
。
こ
の
こ
と
自
体
、
社
会
民
主
主
義
者
と
共
産
主
義
者
の
不
和
の
底
に
は
、
世
界
革
命
の
展
望
に
対
す
る
相
違
が

あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
経
済
が
疲
弊
し
、
社
会
が
流
動
し
て
い
る
と
き
、
飢
餓
と
テ
ロ
ル
が
横
行
す
る
革
命
的
変
革

戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
豆
）
（
崖
）

六
七
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八

を
社
会
民
主
主
義
者
は
受
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
組
織
労
働
者
の
多
く
も
社
会
民
主
主
義
者
の
考
え
を
支
持
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
の
呼
び
か
け
に
は
労
働
者
は
動
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
出
来
事
を
参
考
に
し
、
か
つ
こ
れ
ら
の
影
響
を
受

け
て
、
供
命
憲
は
、
社
会
主
義
系
列
の
新
聞
社
「
時
代
日
報
」
を
新
興
文
芸
運
動
の
重
要
な
拠
点
と
し
つ
つ
、
【
シ
勺
句
の
活
動
が
本
格

化
し
た
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
か
け
て
、
彼
ら
の
民
族
運
動
戦
線
系
列
と
同
時
的
に
並
行
す
る
形
で
新
幹
会
を
設
立
し
た
。
初

め
は
「
新
韓
会
」
と
し
た
が
、
朝
鮮
総
督
府
の
設
立
審
査
で
「
韓
」
の
字
を
入
れ
る
こ
と
を
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
た
め
、
’
１
幹
」
に

変
え
て
「
新
幹
会
」
と
名
前
を
決
定
し
た
。
「
新
幹
会
」
は
、
供
命
憲
と
最
も
近
い
友
人
で
あ
っ
た
安
在
鴻
ら
知
識
人
と
文
芸
人
を
合
わ

せ
て
二
十
八
人
の
賛
同
に
よ
り
作
ら
れ
、
対
外
的
に
は
新
た
な
流
れ
の
文
芸
活
動
を
標
傍
し
て
い
た
組
織
だ
が
、
実
際
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
に
よ
る
階
級
変
革
に
加
え
て
、
植
民
地
統
治
下
の
祖
国
に
お
け
る
国
権
の
回
復
を
目
指
す
知
識
人
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
。
と
く
に
国
権

の
回
復
に
つ
い
て
は
、
思
想
と
理
念
の
差
な
ど
は
な
い
と
考
え
て
い
た
知
識
人
た
ち
は
、
反
帝
国
主
義
と
民
族
の
解
放
を
主
な
る
目
標
と

し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
蜂
起
を
日
僧
す
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
供
命
憲
は
、
新
幹
会
の
創
立
時
か
ら
組
織
部
幹
事
を
担
当
、

一
九
二
九
年
七
月
か
ら
は
中
央
常
務
執
一
口
委
員
を
務
め
な
が
ら
、
全
国
に
お
い
て
講
演
会
を
広
げ
た
。
こ
の
全
国
講
演
会
を
契
機
と
し
て

一
九
二
九
年
一
二
月
一
一
一
一
日
に
は
植
民
地
統
治
へ
の
抗
議
と
朝
鮮
の
独
立
を
求
め
て
「
光
州
学
生
事
件
」
が
勃
発
し
た
。
当
時
の
官
露
当

局
は
こ
の
事
件
に
対
す
る
主
な
る
責
任
者
と
し
て
供
命
憲
を
指
目
し
、
彼
は
四
年
間
に
わ
た
っ
て
投
獄
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
主
な
る

責
任
と
は
、
全
国
講
演
会
に
お
い
て
善
良
な
学
生
た
ち
に
不
純
な
言
動
で
独
立
運
動
並
び
に
対
植
民
地
解
放
戦
争
を
扇
動
し
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
浜
命
憲
は
集
団
的
「
自
我
」
と
し
て
民
族
を
設
定
し
、
「
我
々
の
民
族
運
動
は
、
も
は
や
政
治
意
識
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
、

将
来
的
に
わ
が
民
族
の
た
め
の
運
動
の
目
標
は
た
だ
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
目
標
の
達
成
は
我
々
の
努
力
次
第
で
実
現
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
、

（（１） 

我
々
は
継
続
的
・
組
織
的
な
一
口
動
で
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
の
よ
う
な
努
力
こ
そ
が
坪
捌
幹
会
の
使
命
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
こ
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れ
を
新
幹
会
の
存
在
意
義
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

イ
ム
コ
ッ
テ
ョ
ン

新
幹
会
の
活
動
が
本
格
的
な
軌
道
に
乗
り
始
め
た
一
九
二
八
年
一
一
月
か
ら
朝
鮮
日
報
に
お
い
て
浜
命
惠
は
小
説
『
林
巨
正
』
を
連
載

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
林
巨
正
と
は
、
封
建
社
会
に
お
い
て
最
も
抑
圧
さ
れ
て
い
た
白
丁
（
ベ
ク
チ
ョ
ン
）
階
級
の
人
物
の
名
前
で
あ
っ

て
、
社
会
に
お
け
る
経
済
的
・
身
分
的
秩
序
に
不
満
を
強
く
感
じ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
白
丁
と
は
、
朝
鮮
社
会
に
お
い
て
、
公
民
と
し
て

の
権
利
も
義
務
も
持
た
な
い
公
的
職
分
な
し
の
完
全
な
小
作
農
階
級
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
白
丁
の
身
分
の
彼
が
社
会
的
構
造
の

矛
盾
点
を
直
視
し
つ
つ
、
暴
力
に
よ
る
社
会
の
改
革
を
夢
見
る
こ
と
で
物
語
は
展
開
す
る
。
小
説
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
当
時
の
社
会
状

況
は
、
支
配
層
の
不
正
腐
敗
、
経
済
的
収
奪
に
よ
っ
て
人
々
が
極
端
な
貧
困
に
苦
し
む
状
況
を
描
写
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
現
実
は

農
民
た
ち
の
抵
抗
を
誘
発
す
る
理
由
と
し
て
充
分
な
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
抑
圧
と
搾
取
は
蓄
積
さ
れ
て
、
既
得
権
に
対
す
る

敵
対
心
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
状
況
に
対
す
る
解
決
策
と
し
て
、
供
命
憲
は
農
民
全
体
の
階
級
的
蜂
起
に
つ
い
て
小
説

を
通
し
て
呼
び
掛
け
た
の
で
あ
る
。
浜
命
憲
が
『
文
芸
運
動
」
の
中
で
「
新
興
文
芸
と
は
現
実
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
文
学
に
対
抗
す
る
現

実
性
に
基
づ
い
た
文
芸
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
、
現
実
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
文
化
は
現
実
の
文
芸
で
は
な
く
、
人
生
は
現
実
と
切
り
離
さ
れ

（
８
）
 

た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
林
巨
正
」
と
い
う
架
空
の
人
物
も
現
実
と
切
り
離
さ
れ
た
人
物
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
最
も
疎
外
さ
れ
た
階
級
の
人
物
を
、
現
在
に
お
け
る
民
衆
の
貧
困
か
つ
抑
圧
の
克
服
意
志
に
関
連
づ
け
て
生
々
し

く
描
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
供
命
憲
は
過
去
の
時
代
と
現
実
の
間
を
言
語
で
貫
い
て
、
社
会
的
空
間
に
お
け
る
問
題
意
識
の
表
現

と
リ
ァ
リ
テ
ィ
ー
の
追
求
を
同
時
に
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
時
代
に
お
い
て
、
長
い
歴
史
的
経
験
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
言
語

と
文
化
が
一
瞬
に
し
て
消
滅
し
て
い
く
過
程
を
目
撃
し
た
彼
は
、
意
識
的
な
母
国
語
の
使
用
に
よ
っ
て
言
語
と
文
化
へ
の
執
着
的
意
志
を

と
文
化
が
一
瞬
に
し
て
甦

表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
五
）
（
崖
）

六
九
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安
在
鴻
の
民
族
主
義
に
お
け
る
認
識
は
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
体
制
に
対
す
る
抵
抗
性
だ
け
に
限
ら
ず
、
反
封
建
的
文
明
を
構
築

す
る
自
律
的
態
度
か
ら
出
発
し
た
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、
社
会
的
進
歩
の
た
め
の
実
力
主
義
を
標
傍
し
、
文
物
の
近

代
化
を
追
求
し
た
。
現
在
に
お
け
る
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
の
努
力
の
一
環
と
し
て
過
去
の
民
族
主
義
を
再
検
討
し
、
現
代
の
新
民
族

主
義
と
の
比
較
を
通
し
て
、
民
族
と
国
民
、
そ
し
て
国
家
体
制
ま
で
の
概
念
を
統
合
お
よ
び
同
一
化
す
る
こ
と
で
、
近
代
的
形
態
の
集
権

国
家
の
建
設
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
の
主
体
と
し
て
の
民
族
独
立
を
第
一
課
題
と
し
て
想
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
独
立
的
国
民
国
家
の

確
立
こ
そ
が
自
我
の
確
立
で
あ
り
、
伝
統
的
文
化
を
守
護
す
る
た
め
の
最
優
先
課
題
と
見
た
彼
に
と
っ
て
、
’
九
一
九
年
の
三
・
一
独
立

運
動
、
並
び
に
一
九
二
九
年
の
光
州
学
生
独
立
運
動
と
は
、
自
主
的
精
神
性
を
前
提
に
し
た
民
族
の
自
由
と
安
全
、
そ
し
て
生
存
の
た
め

に
、
個
々
人
の
自
我
の
協
同
に
よ
る
精
神
的
前
進
で
あ
り
、
実
践
で
あ
っ
た
。
同
時
に
彼
は
、
祖
国
の
独
立
以
上
に
高
い
価
値
を
有
す
る

も
の
と
し
て
個
人
の
自
由
と
人
類
愛
を
挙
げ
て
い
る
。
「
社
会
主
義
と
民
族
主
義
、
い
ず
れ
も
一
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
以
前
に
人

間
の
精
神
性
の
発
現
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
人
の
自
我
と
は
、
民
族
で
あ
る
以
前
に
一
人
の
個
人
、
そ
し
て
人
間
で
あ
る
こ
と
が
前
提
に

（
９
）
 

な
・
ｂ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
述
べ
な
が
ら
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
上
位
に
位
置
す
る
の
は
人
類
全
体
の
共
同
と
協
力
で
あ
る
と
判
断
し

た
。
こ
の
た
め
に
は
、
個
々
人
が
自
我
を
表
現
で
き
る
よ
う
な
思
想
的
環
境
が
必
要
で
あ
る
と
彼
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
六

月
の
『
時
代
日
報
』
に
お
い
て
、
彼
は
、
｜
‐
各
自
の
人
間
が
『
世
界
人
類
の
共
存
』
と
さ
れ
る
高
い
理
想
と
深
い
愛
を
実
践
し
な
け
れ
ば

（
Ⅷ
）
 

い
け
な
い
、
自
壹
ｂ
の
集
団
と
種
族
を
超
越
し
、
社
会
改
造
と
世
界
革
新
の
道
を
進
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
述
べ
、
人
類
全
体
の
共
同

４
母
国
語
の
普
及
に
よ
る
社
会
主
義
と
民
族
主
義
の
実
現
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体
の
実
現
に
向
け
て
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
呼
び
掛
け
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
彼
は
供
命
憲
と
同
じ
く
新
幹
会
の
一
員
と
し
て
、
民
族
文
化
の
保
存
運
動
の
一
環
と
し
て
の
ハ
ン
グ
ル
の
再
普
及
に
よ
る
社
会

的
の
修
正
を
試
み
た
。
安
在
鳩
に
と
っ
て
言
語
の
普
及
と
発
展
と
は
、
自
立
的
精
神
性
を
発
揮
す
る
た
め
の
第
一
要
素
で
あ
る
と
同
時
に
、

独
創
的
文
字
と
し
て
の
固
有
の
言
語
へ
の
復
帰
は
最
も
鮮
明
な
独
立
精
神
の
表
現
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

社
会
運
動
と
し
て
の
ハ
ン
グ
ル
普
及
運
動
は
個
人
と
社
会
、
そ
し
て
人
類
に
向
か
っ
て
民
族
の
独
自
的
尊
厳
と
権
利
を
訴
え
る
た
め
の
目

的
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、
母
国
語
に
お
け
る
些
細
な
発
音
や
音
節
ま
で
も
が
偉
大
な
る

発
明
・
創
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
訴
え
た
。
我
々
が
思
考
す
る
こ
と
自
体
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
そ
も
そ
も
長
い
歴
史
に
お
い

て
継
承
・
拡
大
し
て
き
た
固
有
の
言
語
が
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
母
国
語
と
い
う
も
の
が
一

定
の
環
境
の
な
か
で
、
そ
れ
に
適
合
し
た
思
考
を
可
能
な
ら
し
め
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
力
点
を
置
く
の
で
あ
る
。
彼
は
「
ハ
ン
グ
ル
は

我
々
の
血
管
・
骨
髄
の
内
部
か
ら
惨
み
だ
さ
れ
た
自
然
た
る
音
声
に
、
民
族
の
感
情
と
魂
を
加
え
て
生
み
出
し
た
も
の
、
こ
れ
に
我
々
の

（
Ⅲ
）
 

生
存
と
発
展
、
そ
し
て
繁
栄
の
理
念
を
込
め
て
、
自
由
の
行
進
の
た
め
の
二
国
律
を
完
成
す
べ
き
で
あ
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
で
、
母
国
語

に
よ
る
言
語
の
使
用
が
自
ら
の
正
体
を
確
か
め
る
重
大
な
要
素
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
母
国
語
へ
の

復
帰
に
よ
っ
て
独
立
へ
の
意
志
を
高
め
る
と
同
時
に
、
階
級
変
革
の
た
め
の
手
段
と
し
て
捉
え
、
植
民
地
の
民
衆
が
直
面
し
た
無
気
力
と

非
組
織
的
思
考
そ
の
も
の
を
言
語
的
革
新
を
通
し
て
克
服
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
安
在
鳩
に
よ
る
新
民
族
主
義
と
は
、
単

純
に
植
民
地
体
制
か
ら
の
解
放
と
自
主
的
権
利
の
回
復
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
対
植
民
地
闘
争
を
原
動
力
と
し
て
経
済
と
社
会
に
お
け
る

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
権
利
を
高
め
る
方
向
に
向
か
わ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
下
層
の
階
級
の
人
々
が
無
視
さ
れ
、

上
流
階
級
だ
け
に
独
占
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
革
新
し
、
我
と
共
同
体
を
一
体
化
さ
せ
た
均
等
・
公
営
な
る
国
家
の
実
現
こ
そ

戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
五
三
崖
）

七
一
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七
二

が
社
会
主
義
と
民
族
主
義
を
同
時
に
現
実
化
す
る
手
段
で
あ
る
と
彼
は
考
え
て
い
た
。
当
時
の
朝
鮮
半
島
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
植

民
地
主
義
の
た
め
に
土
地
を
収
奪
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
無
産
者
と
な
り
、
半
島
に
暮
ら
す
人
々
を
総
体
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
し
て
み
な
す

こ
と
も
困
難
で
は
な
く
、
む
し
ろ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
同
義
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

新
幹
会
を
通
し
て
大
衆
の
啓
蒙
と
大
衆
教
養
教
育
の
必
要
性
を
訴
え
た
安
在
鳩
だ
が
、
一
九
二
九
年
二
月
の
光
州
学
生
事
件
に
連
累

し
た
と
の
か
ど
で
拘
束
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
に
、
現
状
を
指
し
つ
つ
「
歴
史
的
な
暗
黒
状
況
」
と
規
定
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
日
常
生
活

に
お
け
る
現
実
的
闘
争
を
集
中
的
に
展
開
し
、
隷
属
的
な
植
民
地
支
配
の
た
め
の
規
制
と
抑
圧
に
対
し
て
徹
底
抗
戦
す
る
こ
と
を
呼
び
掛

（
肥
）

け
る
と
同
時
に
、
彼
は
、
民
衆
の
日
常
生
活
に
お
け
る
意
士
心
と
感
情
の
自
由
な
表
現
が
で
き
る
段
階
ま
で
に
汎
大
衆
的
な
権
益
の
成
長
拡

大
を
果
た
す
こ
と
を
目
指
し
た
。
当
時
の
植
民
地
の
労
働
者
と
農
民
は
搾
取
さ
れ
、
中
小
規
模
の
商
工
業
が
次
々
と
没
落
し
て
い
く
現
実

（
喝
）

を
目
の
当
た
り
に
し
た
彼
は
、
現
実
の
打
破
の
た
め
「
団
結
は
弱
者
の
武
器
」
と
の
論
理
を
壹
つ
ち
出
し
、
全
世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
の
総

団
結
を
呼
び
掛
け
た
。
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
相
違
す
る
顔
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
個
性
と
役
割
も
様
々
で
あ
り
、
人
々
の
多
様
な
個

性
の
集
合
体
で
あ
る
人
類
も
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
存
在
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
彼
は
、
各
個
人
の
自
我
の
覚
醒
と
民
族
の
存
在
意
義

を
自
覚
せ
し
め
る
こ
と
で
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
奔
走
す
る
。
言
論
・
集
会
・
出
版
の
自
由
を
求
め
て
開
い
た
一
九
二
八
年
の
新
幹
会
で

は
、
母
国
語
の
使
用
と
い
う
現
実
的
代
替
案
を
宣
言
の
主
な
要
求
と
し
て
取
り
入
れ
公
表
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
新
幹

会
の
将
来
の
活
動
を
見
据
え
て
、
啓
蒙
的
な
思
想
を
敦
街
す
る
段
階
か
ら
大
き
く
発
展
さ
せ
、
政
治
的
要
求
と
闘
争
が
で
き
る
体
制
に
ま

（
Ｍ
）
 

で
に
整
一
え
る
必
要
が
あ
る
と
み
て
、
民
族
連
立
政
党
の
創
党
を
通
し
た
団
結
と
自
主
独
立
的
運
動
を
第
一
目
標
と
し
て
設
定
し
た
。
安
在

鴻
は
、
今
後
の
新
幹
会
の
活
動
に
お
け
る
当
面
の
課
題
と
し
て
、
労
働
者
・
農
民
の
啓
蒙
運
動
と
農
作
権
の
確
保
、
母
国
語
本
位
の
教
養

教
育
、
言
論
・
集
会
・
出
版
の
自
由
の
獲
得
な
ど
を
優
先
さ
せ
つ
つ
、
「
民
衆
の
精
神
は
、
個
性
的
自
由
が
あ
る
時
に
発
展
す
る
の
で
あ
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（
応
）

り
、
民
衆
に
お
け
る
集
団
的
個
性
と
し
て
の
独
立
国
家
が
あ
る
時
に
自
由
は
発
展
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
大
衆
の
意
識
を
前
進
さ

せ
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

安
在
鳩
の
こ
の
よ
う
な
精
神
性
は
、
個
人
の
人
権
と
全
体
に
お
け
る
調
和
の
価
値
を
高
め
る
た
め
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、

ま
ず
は
、
大
衆
が
民
族
の
指
導
的
イ
ン
テ
リ
層
と
の
連
携
を
通
し
て
独
立
を
果
た
し
、
将
来
的
に
は
大
衆
の
中
か
ら
も
指
導
的
イ
ン
テ
リ

層
の
一
員
が
輩
出
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
啓
蒙
的
社
会
意
識
の
求
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
の
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
そ

れ
ま
で
の
過
去
の
イ
ン
テ
リ
層
と
は
違
っ
て
、
こ
の
イ
ン
テ
リ
層
を
社
会
に
お
け
る
よ
り
広
範
な
領
域
で
貢
献
へ
と
向
か
わ
せ
る
よ
う
に

す
る
に
は
、
個
人
と
相
関
す
る
各
分
野
で
の
「
機
会
の
均
等
」
の
実
現
の
必
要
性
を
訴
え
る
こ
と
を
第
一
と
し
な
が
ら
、
安
在
鴻
は
、
組

織
的
社
会
運
動
を
通
し
て
大
衆
に
お
け
る
啓
蒙
と
権
益
の
穫
得
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
植
民
地
下
と
い
う
時
代
状
況
の
も
と
で
担
わ
れ
た
洪
命
蓬
と
安
在
鴻
ら
の
役
割
は
、
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
十
分
に
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
ら
は
社
会
主
義
系
の
知
識
人
で
あ
り
、
現
在
は
、
南
北
両
方
の
歴
史
か
ら
抹
殺
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
彼
ら
の
実

践
的
行
為
が
成
功
で
あ
っ
た
の
か
、
失
敗
で
あ
っ
た
の
か
は
後
代
の
研
究
者
や
国
家
体
制
に
依
存
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
彼
ら
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
思
想
性
が
価
値
を
発
す
る
の
は
、
個
人
に
お
け
る
変
革
意
識
の
表
現
が
実
践
を
通
し
て
社
会
的
に
表
出

さ
れ
、
結
果
的
な
影
響
力
を
有
し
た
時
な
の
で
あ
る
。

グー田一、￣、￣

４３２１ 
、＝ダ～〆～＝、－〆

浜
命
憲
「
語
源
と
史
実
」
『
学
窓
散
話
』
、
京
城
、
朝
鮮
図
瞥
株
式
会
社
、
’
九
二
六
年
、
｜
頁

洪
命
憲
「
語
源
と
史
実
」
『
学
窓
散
話
』
、
京
城
、
朝
鮮
図
書
株
式
会
社
、
一
九
二
六
年
、
二
○
頁

浜
命
憲
「
新
興
文
芸
の
運
動
」
『
文
芸
運
動
』
（
創
刊
号
）
、
京
城
、
文
芸
運
動
社
、
’
九
二
六
年
一
月
、
六
九
頁

安
在
期
『
民
世
安
在
鯛
選
集
』
（
第
一
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
智
識
産
業
社
、
’
九
八
一
年
、
一
二
二
頁

戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
五
〉
（
崖
）

七
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安
在
期
『
民
世
安
在
溺
選
集
』
（
第
二
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
智
識
産
業
社
、
一
九
八
三
年
、
三
六
六
頁

洪
命
懇
「
事
実
的
言
語
に
つ
い
て
」
『
新
小
説
』
（
創
刊
号
）
、
京
城
、
新
小
説
社
、
一
九
二
九
年
一
二
月
、
七
三
頁

洪
命
感
「
新
幹
会
の
使
命
」
『
現
代
評
論
」
（
創
刊
号
）
、
京
城
、
現
代
評
論
社
、
一
九
二
七
年
一
月
、
一
四
’
’
五
頁
参
照

浜
命
憲
「
新
興
文
芸
の
運
動
」
『
文
芸
連
動
』
（
創
刊
号
）
、
京
城
、
文
芸
運
動
社
、
一
九
二
六
年
一
月
、
六
九
頁

安
在
鴻
『
民
世
安
在
鴻
選
集
』
（
第
四
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
智
識
産
業
社
、
一
九
九
二
年
、
三
一
一
一
一
頁
参
照

安
在
期
『
民
世
安
在
溺
選
集
』
（
第
五
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
智
識
産
業
社
、
一
九
九
九
年
、
一
七
頁

安
在
期
『
民
世
安
在
溺
選
架
』
（
第
二
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
智
識
産
業
社
、
一
九
八
三
年
、
四
九
○
頁

安
在
潮
『
民
世
安
在
湖
選
巣
』
（
第
一
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
智
識
産
業
社
、
一
九
八
一
年
、
三
四
二
頁
参
照

前
掲
轡
、
二
一
一
頁
参
照

安
在
潮
『
民
世
安
在
溺
選
集
』
（
第
二
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
智
識
産
業
社
、
一
九
八
三
年
、
一
二
○
頁
参
照

安
在
澱
『
民
世
安
在
鴻
選
集
』
（
第
五
巻
）
、
ソ
ウ
ル
、
智
識
産
業
社
、
一
九
九
九
年
、
六
二
頁
参
照

七
四
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